
「入ってよかった」「続けてよかった」「誘ってよかった」「企業も地域もよくなった！」「入ってよかった」「続けてよかった」「誘ってよかった」「企業も地域もよくなった！」

＜特集＞静岡同友会設立50周年記念事業「NEXT50フォーラム」を開催
400名超の参加のもと50年の節目を祝い、未来への新たな
一歩を踏み出す
表紙写真は記念式典の功労者表彰より、静岡同友会を支えた永年会員６名
右から田中武夫氏、河原崎信幸氏、竹内昭八氏、杉村征郎氏、勝又悦朗氏、佐野譲二氏
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※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

新会員のご紹介新会員のご紹介（敬称略）　会員数� 1102名（敬称略）　会員数� 1102名

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

杉
すぎ

村
むら

　 大
だい

樹
き 社会保険労務士法人　杉村労務

社会保険、労働保険に関する相談及び手続き、助成金対応、人材教育、一人親方組合、労働保険事務組合等
伊　東 野村　勝也

渡
わた

辺
なべ

　 早
さ

紀
き 合同会社ナレッジ・ストック

総務関連BPO事業、業務コンサルティング
三　島 増田　隼人

児
こ

玉
だま

　 伸
しん

也
や 児玉伸也社会保険労務士事務所

書類作成代行業務、コンサルティング業務
榛　南 石川　貴広

鈴
すず

木
き

　 裕
ひろ

貴
たか ㈱伸和セキュリティ

警備業法における警備業務、人材派遣
浜　松 矢野　珠美

日
ひ

髙
だか

　 明
あき

彦
ひこ ㈱日髙メンテナンス

TOTOメンテナンスサービス代行店
浜　松 H P

深
ふか

田
だ

　 美
み

保
ほ ㈱ MK フェリーチェ

社交飲食店
浜　松 江間　省豪

名義変更による新名義人�名義変更による新名義人� （敬 称 略）（敬 称 略）

氏名 社名・事業 所属支部 旧名義人

曽
そ

根
ね

　 　 満
みつる 島田掛川信用金庫

信用金庫法に基づく金融業務
榛　南 成瀬　晃伸

1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、
県全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や
関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

❶
同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を
高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的
な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸
同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりま
く､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守
り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう

◆静岡同友会
　2025年ビジョン 「企業づくり・地域づくり・同友会づくり」

◆ 企 業 づ く り ◆
私たちは、関わる全ての人が「成長」と「幸せ」を実感できる企業をつくります

◆ 地 域 づ く り ◆
私たちは、中小企業と地域が手を取りあい、人々の幸せが見える地域をつくります

◆ 同友会づくり ◆
私たちは、企業と地域を守る経営者の矜

きょうじ
持と努力を結集し、

学び・気づき・ワクワク溢れる活動を通して県下1500名会員を実現します



　

11
月
28
日
（
木
）
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静

岡
に
て
静
岡
同
友
会
設
立
50
周
年
を
記
念
し
た

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
、
４
０
０

名
超
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

ご
来
賓
と
し
て
鈴
木
康
友
静
岡
県
知
事
を
は
じ
め
、

行
政
・
経
済
団
体
・
教
育
機
関
・
金
融
機
関
な
ど

か
ら
30
名
を
超
え
る
方
に
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
。

　

井
上
代
表
理
事
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
は
１
９
７

４
年
に
71
名
の
有
志
に
よ
り
船
出
を
迎
え
た
静
岡

同
友
会
50
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
参

加
者
と
設
営
に
携
わ
っ
た
実
行
委
員
に
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
で
は

山
崎
か
お
り
・
塚
本
和
成
両
実
行
委
員
長
よ
り
、

昨
年
８
月
か
ら
準
備
を
進
め
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー

と
共
に
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
魅

力
を
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご
来
賓

を
代
表
し
て
鈴
木
県
知
事
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

　

続
い
て
記
念
式
典
で
は
同
友
会
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
永
年
会
員

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

松
葉
代
表
理
事

よ
り
感
謝
状
と
記

念
品
を
授
与
し
、

４
０
０
名
超
の
参
加
の
も
と

４
０
０
名
超
の
参
加
の
も
と
5050
年
の
節
目
を
祝
い

年
の
節
目
を
祝
い

未
来
へ
の
新
た
な一歩
を
踏
み
出
す

未
来
へ
の
新
た
な一歩
を
踏
み
出
す

1111
月月
2828
日（
木
）　

日（
木
）　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡

静
岡
同
友
会
設
立

静
岡
同
友
会
設
立
5050
周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
5050
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

功
労
者
を
代
表
し
設
立
時
か
ら
の
会
員
で
あ
る
杉

村
征
郎
氏
（
杉
村
精
工
㈱
・
志
太
支
部
／
静
岡
同

友
会
相
談
役
）
よ
り
「
設
立
時
よ
り
会
員
で
あ
り

18
年
間
代
表
理
事
を
つ
と
め
、
83
歳
に
な
る
が
ま

だ
現
役
で
同
友
会
に
参
加
し
て
い
る
。
同
友
会
に

定
年
は
な
い
、
命
あ
る
限
り
、
私
の
生
き
様
と
し

て
同
友
会
に
参
加
し
続
け
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
山
崎
・
塚
本
両
実
行
委
員
長
よ
り
誓
い
の

言
葉
と
し
て
「
変
わ
り
続
け
る
時
代
の
中
で
、
私

た
ち
は
同
友
会
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
を
守
り

な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
変
革
と
挑

戦
を
恐
れ
ず
に
進
め
て
い
く
。
静
岡
同
友
会
が
こ

れ
か
ら
も
す
べ
て
の
会
員
に
と
っ
て
成
長
と
挑
戦

の
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強

く
伝
え
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
能
作
克
治
氏
（
㈱
能
作　

代

表
取
締
役
会
長
／
富
山
同
友
会
）
よ
り
「
日
本
の

伝
統
産
業
を
世
界
へ
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
、
常

識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
し
続
け

る
能
作
氏
の
講
演
は
参
加
者
に
多
く
の
感
動
と
勇

気
を
与
え
ま
し
た
（
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

　

記
念
講
演
の
後
は
４
０
０
名
が
一
つ
の
会
場
で

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
大
討
論
会
を
開
催
。
全

国
大
会
さ
な
が
ら
の
熱
気
と
活
気
に
つ
つ
ま
れ
、

「
付
加
価
値
」「
事
業
承
継
」「
地
域
貢
献
」
３
つ

の
テ
ー
マ
で
討
論
を
深
め
ま
し
た
。
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
最
後
を
飾
る
大
懇
親
会
で
は
、
ご
来
賓
を
代

表
し
難
波
喬
司
静
岡
市
長
、
広
浜
泰
久
中
同
協
会

長
の
２
名
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、
支
部
Ｐ
Ｒ
タ
イ

ム
で
は
11
支
部
が
支
部
独
自
の
活
動
紹
介
や
一
体

感
の
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
受
付
か
ら
閉
会
ま
で
の
時
間
、
ロ

ビ
ー
に
て
「
同
友
会
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
会
員
企
業
18
社
が
出
展
し
ま
し
た
。

（
マ
ル
シ
ェ
・
大
討
論
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て
は

４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

静
岡
同
友
会
は
50
年
の
歴
史
を
繋
ぎ
、
次
の
50
年

と
い
う
未
来
を
見
据
え
た
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

★
実
行
委
員
会
で
は
50
周
年
を
記
念
し
、
会
員
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
静
岡
同
友
会
の
年
表
な
ど
を

収
録
し
た
記
念
誌
と
、
先
人
た
ち
の
学
び
を
ま
と

め
た
日
め
く
り
の
「
格
言
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
製
作
、

参
加
者
・
会
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

〈
功
労
者
表
彰
〉

勝
又 

悦
朗
　
　
元
㈱
青
島
文
化
教
材
社

杉
村 

征
郎
　
　
杉
村
精
工
㈱

本
橋 

政
男
　
　
本
橋
金
属
工
業
㈱

竹
内 

昭
八
　
　
㈱
タ
ケ
ウ
チ

佐
野 

譲
二
　
　
㈱
和
泉
運
送

河
原
崎 

信
幸
　
シ
ン
コ
ー
ラ
ミ
工
業
㈱

田
中 

武
夫
　
　
元
㈱
ア
ク
ト

鈴木県知事

塚本・山崎実行委員長

功労者を代表し杉村相談役より挨拶

2



　

㈱
能
作
は
１
９
１
６
年
に
富
山
県
高
岡
の
地
で

鋳
物
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
。
高
岡
銅
器
の
伝
統

技
術
に
よ
り
、
真
鍮
製
の
仏
具
や
、
茶
道
具
、
花

器
を
中
心
に
製
造
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
３
年

よ
り
錫
１
０
０
％
の
製
品
開
発
に
着
手
し
、
錫
１

０
０
％
の
曲
が
る
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
」
や
錫
製
の
酒
器

な
ど
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
イ
ン

テ
リ
ア
用
品
や
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
同
社
は
２
０
１
７
年
に
本
社
工
場
を
移
転
、

約
４
０
０
０
坪
の
敷
地
内
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
工

場
の
ほ
か
に
、
一
般
の
方
も
利
用
で
き
る
シ
ョ
ッ

プ
や
カ
フ
ェ
、
体
験
工
房
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

能
作
氏
は
福
井
に
生
ま
れ
、
結
婚
を
機
に
婿
入

り
し
高
岡
に
移
住
と
同
時
に
㈱
能
作
に
入
社
し
ま

す
。
鋳
物
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
技
術
と
知
識
を
培
っ

て
き
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
高
岡
の
鋳
物

文
化
を
遺
す
た
め
、
２
０
０
２
年
に
自
社
ブ
ラ
ン

ド
「
能
作
」
の
製
品
開
発
に
着
手
し
た
こ
と
で
し

た
。
真
鍮
の
ベ
ル
を
販
売
し
は
じ
め
た
も
の
の
な

か
な
か
売
れ
ず
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
が
、

販
売
店
ス
タ
ッ
フ
の
「
真
鍮
の
音
が
素
敵
な
の
で

ベ
ル
を
風
鈴
に
し
て
は
」
と
の
提
案
か
ら
、
現
在

も
人
気
製
品
で
あ
る
風
鈴
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の

経
験
か
ら
、
実
際
に
製
品
に
触
れ
る
お
客
さ
ま
や

店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
あ
る
時
「
食
器
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
素
材
が
適
し
て
い
る
か
模
索
し
、
錫
に
着
目
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
錫
１
０
０
％
の
製
品
は
世
界
に

例
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
錫
は
さ
び
に
く
く

抗
菌
作
用
が
あ
り
、
お
酒
の
味
を
ま
ろ
や
か
に
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
弱
点
と
思
わ
れ
て

い
た
錫
の
「
曲
が
る
」
と
い
う
特
性
を
逆
転
の
発

想
で
強
み
に
し
、
や
わ
ら
か
く
手
に
な
じ
む
ビ
ア

カ
ッ
プ
や
ぐ
い
呑
み
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
す
。
す
る

と
大
き
な
反
響
が
あ
り
注
文
が
殺
到
。
製
造
が
追

い
つ
か
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
２
０
０
８
年
に

「
シ
リ
コ
ー
ン
鋳
造
法
」
を
自
社
で
開
発
し
、
生

産
量
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
文
化
的
に
金
属
に
な
じ
み
が
薄
く
、

そ
れ
な
ら
ば
と
２
０
１
０
年
頃
に
海
外
展
開
に
踏

み
出
し
た
能
作
氏
。
各
国
の
文
化
を
見
据
え
た
製

品
開
発
を
進
め
展
示
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
２
０
１
７
年
に
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
」

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
販
売
品
と
し
て

高
い
評
価
を
得
ま
す
。
海
外
展
開
に
お
い
て
重
要

な
の
は
「
モ
ノ
が
ど
こ
で
売
れ
る
か
を
見
極
め
、

そ
こ
に
い
か
に
た
ど
り
着
く
か
」
だ
と
言
い
ま
す
。

　

現
在
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
製
品
も
多

講
師
：
能
作 

克
治
氏

�

（
㈱
能
作　

代
表
取
締
役
会
長
／
富
山
同
友
会
）

創　

業
／
１
９
１
６
年

設　

立
／
１
９
６
７
年

資
本
金
／
３
，０
０
０
万
円

年　

商
／
21
億
円

社
員
数
／
２
０
３
名
（
２
０
２
４
／
４
／
１
現
在
）

く
手
掛
け
、
顧
客
層
を
広
げ
る
と
と
も
に
能
作
の

ブ
ラ
ン
ド
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
産
業
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
始
め
た
工
場
見
学
に

今
で
は
日
本
全
国
・
海
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
㈱
能
作
が
富
山
の
観
光
拠
点

の
ハ
ブ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
11
月
に
は
、
世
界
初
の
錫
ジ
ュ
エ

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
「N

S�by�N
O
U
SA
K
U

」
を
リ

リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
錫
と
金
を
配
合
し
た
独
自
の

新
素
材
を
使
い
、
デ
ザ
イ
ン
力
と
技
術
力
の
高
さ

で
新
た
な
業
界
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

能
作
氏
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
４
つ
の
ポ
リ

シ
ー
「
営
業
を
し
な
い
、
競
争
を
し
な
い
、
目
標

を
も
た
な
い
、
強
要
を
し
な
い
」
こ
と
で
す
。
仕

事
を
楽
し
み
、
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
る
こ

と
が
何
よ
り
重
要
だ
と
話
し
ま
し
た
。

伝統産業を世界に広げる㈱能作の能作克治氏

錫の曲がる特性を生かした商品「KAGO」

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
5050
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
講
演

フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
講
演

��
「
日
本
の
伝
統
産
業
を
世
界
へ
！
」

「
日
本
の
伝
統
産
業
を
世
界
へ
！
」

講
師
：
能
作

講
師
：
能
作  

克
治
氏
（
㈱
能
作
　
代
表
取
締
役
会
長
）

克
治
氏
（
㈱
能
作
　
代
表
取
締
役
会
長
）

真鍮の澄み切った音色を楽しめる風鈴
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世
代
の
垣
根
を
越
え
て
本
音
で

世
代
の
垣
根
を
越
え
て
本
音
で

語
り
合
う
！
大
討
論
会

語
り
合
う
！
大
討
論
会

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
大
論
会
で
は
４
０

０
名
が
１
つ
の
会
場
に
集
い
、「
Ａ
．
付
加
価
値

を
上
げ
る
為
に
！
強
み
を
生
か
し
て
成
長
を
加

速
！
」「
Ｂ
．
事
業
承
継
を
学
ぶ
。
持
続
可
能
な

未
来
へ
！
」「
Ｃ
．
地
域
貢
献
で
き
て
い
ま
す

か
？
地
域
と
共
に
成
長
す
る
会
社
の
役
割
と

は
！
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
計
41
グ

ル
ー
プ
で
討
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
座

長
の
久
保
佳
通
氏
（
㈱
ク
ボ
バ
ン
・
榛
南
支
部
）

よ
り
「
我
々
が
強
み
を
生
か
し
て
企
業
を
成
長
さ

せ
、
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
地
域
貢
献

に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
先
人
た
ち
の
想
い

を
つ
な
ぎ
、
こ
の
先
の
静
岡
同
友
会
を
誰
一
人
と

り
の
こ
さ
ず
、
皆
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
総
評
を
述
べ
ま
し
た
。

静
岡
ま
る
ご
と
出
会
お
う
！
同
友
会
マ
ル

静
岡
ま
る
ご
と
出
会
お
う
！
同
友
会
マ
ル

シ
ェ
に
シ
ェ
に
1818
の
個
性
豊
か
な
ブ
ー
ス
が
集
う

の
個
性
豊
か
な
ブ
ー
ス
が
集
う

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ホ
テ
ル
の
４
階

ロ
ビ
ー
に
て
「
同
友
会
マ
ル
シ
ェ
」
を
行
い
、
記

念
講
師
の
㈱
能
作
と
会
員
企
業
、
東
部
４
支
部
合

同
例
会
実
行
委
員
会
の
計
18
ブ
ー
ス
が
出
店
し
ま

し
た
。
お
茶
や
焼
き
肉
の
タ
レ
な
ど
各
社
「
自
慢

の
逸
品
」
の
販
売
や
、
企
業
の
Ｐ
Ｒ
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
体
験
な
ど
個
性
豊
か
な
内
容
で
、
当
日
は
多

く
の
参
加
者
が
マ
ル
シ
ェ
を
回
っ
て
買
い
物
を
楽

し
む
と
と
も
に
企
業
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
ま

し
た
。

静
岡
ま
る
ご
と
仲
間
と
繋
が
ろ
う
！

静
岡
ま
る
ご
と
仲
間
と
繋
が
ろ
う
！

大
懇
親
会
で
支
部
を
超
え
た
交
流

大
懇
親
会
で
支
部
を
超
え
た
交
流

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

最
後
を
飾
っ
た

懇
親
会
の
目
玉

企
画
は
支
部
Ｐ

Ｒ
タ
イ
ム
。
11

支
部
が
個
性
あ

ふ
れ
る
パフ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露

し
ま
し
た
！
最

後
に
実
行
委
員

が
登
壇
し
、
参
加
者
へ
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

活気あふれる同友会マルシェ

座長をつとめる久保氏

実行委員メンバーがこれまでを振り返る

乾杯あいさつをする
遠藤会長

中締めの挨拶をする
藤原相談役

参加者で記念撮影参加者で記念撮影 NEXT50を共に築いていきましょう！
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県
組
織
増
強
委
員
会
主
催　
ス
コ
ッ
プ
と
ビ
ー
ル
の
会

県
組
織
増
強
委
員
会
主
催　
ス
コ
ッ
プ
と
ビ
ー
ル
の
会

み
な
さ
ん
は
同
友
会
の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
ま
す
か
？

み
な
さ
ん
は
同
友
会
の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
ま
す
か
？

　

ス
コ
ッ
プ
と
ビ
ー
ル
の
会
は
各
支
部
の
組
織
づ

く
り
に
関
す
る
課
題
や
悩
み
を
共
有
し
、
ヒ
ン
ト

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
場
に
す
る
と
同
時
に
、
支
部

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
交
流
を
深
め

る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
中
部
（
11
／
１
）・
西
部
（
11
／
８
）

に
て
開
催
。
当
日
は
事
例
報
告
と
し
て
、
増
田
三

島
支
部
長
よ
り
昨
年
度
の
ス
コ
ッ
プ
と
ビ
ー
ル
の
会

が
き
っ
か
け
と
な
り
実
現
し
た
東
部
４
支
部
合
同

会
議
の
支
部
を
越
え
た
連
携
や
役
員
同
士
の
繋
が

り
、
仲
間
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
の
推
進
に
つ
い
て

共
有
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
①
支
部
の

取
組
や
課
題
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
②
支
部
例
会
・

小
グ
ル
ー
プ
活
動
の
魅
力
は
な
ん
で
す
か
？
③
県

行
事
・
全
国
行
事
の
魅
力
は
な
ん
で
す
か
？
④
そ

ん
な
同
友
会
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
何
が
で
き

ま
す
か
？
の
４
つ
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
ブ
レ
イ
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
形
式
で
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
も
各

支
部
の
取
り
組
み

や
課
題
が
共
有
さ

れ
、
中
部
や
西
部

で
も
合
同
例
会
を

開
催
し
た
い
な
ど

前
向
き
な
話
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
よ
り
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
！

〈
参
加
者
感
想
〉

 

兼
古 

東
志
浩
氏
（
㈱
ア
イ
ビ
ス
・
中
遠
支
部
）

　

私
が
中
遠
支
部
の
支
部
長
と
な
っ
て
か
ら
１
年

半
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
が
、
ど
う
し
た
ら
同
友
会
活

動
に
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
も
ら
え
る
の
か
、

ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
会
員
増
強
が
出
来
る
の
か
、

企
業
経
営
と
同
様
に
支
部
づ
く
り
の
難
し
さ
も
実

感
し
て
い
ま
す
。
課
題
解
決
の
為
に
は
情
報
の
共

有
と
討
論
が
重
要
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
同
友
会

事
業
が
そ
う
で
あ
る
様
に
、
ス
コ
ッ
プ
と
ビ
ー
ル

の
会
も
ま
た
、
他
支
部
と
の
交
流
を
含
め
た
貴
重

な
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
的
に
は
東

部
・
中
部
・
西
部
で
エ
リ
ア
毎
で
の
開
催
で
す
が
、

特
に
今
回
は
東
部
エ
リ
ア
か
ら
三
島
支
部
の
増
田

支
部
長
も
ご
参
加
の
上
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
東

部
４
支
部
合
同
会
議
で
の
当
日
の
様
子
を
ご
報
告

い
た
だ
き
、
大
変
盛
況
の
う
ち
に
終
え
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
報
告
内
容
に
私
た
ち
西
部
エ
リ
ア
も
非
常

に
刺
激
を
受
け
、
西
部
で
も
合
同
で
の
事
業
が
出

来
な
い
か
と
い
う
話
に
発
展
し
つ
つ
あ
り
、
ス

コ
ッ
プ
と
ビ
ー
ル
の
会
で
情
報
を
共
有
出
来
た
こ

と
や
、
各
支
部
間
に
て
意
思
疎
通
が
出
来
た
こ
と

で
意
義
の
あ
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

静
岡
県
下
の
会
員
皆
さ
ん

と
と
も
に
同
友
会
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

　

６
月
か
ら
約
半
年
間
に
亘
っ
て
全
10
講
で
開
催

し
た
県
経
営
指
針
を
創
る
会
の
経
営
指
針
発
表
会

を
11
月
23
日
（
土
）
～
24
日
（
日
）
に
受
講
生
13

名
、
修
了
生
24
名
で
開
催
し
ま
し
た
。
作
成
し
た

経
営
指
針
書
を
も
と
に
社
長
の
決
意
を
は
じ
め
、

磨
き
上
げ
て
き
た
経
営
理
念
や
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
を

中
心
に
発
表
。
受
講
生
の
発
表
の
後
に
参
加
者
か

ら
感
想
や
意
見
を
伝
え
ま
し
た
。
第
１
講
か
ら
議

論
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
励
ま
し
あ
っ
て
進
め
て

き
た
創
る
会
。
２
日
目
の
最
後
に
は
13
名
の
受
講

生
か
ら
は
本
気
で
向
き
合
っ
て
く
れ
た
同
期
や
修

了
生
へ
の
感
謝
や
苦
し
み
な
が
ら
自
分
自
身
と
向

き
あ
い
創
り

あ
げ
た
こ
と

へ
の
充
実
感
、

会
社
で
の
実

践
に
向
け
た

決
意
な
ど
を

語
り
ま
し
た
。

　

県
経
営
指

針
を
創
る
会

は
２
０
２
５

年
度
も
開
講

予
定
で
す
。

「
経
営
指
針

を
作
成
し
た

い
」「
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
い
」
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

◆
受
講
生
感
想

 

秋
山 

英
正
氏
（
浜
松
資
材
㈱
・
浜
松
支
部
）

　
「
秋
山
さ
ん
の

腹
の
中
が
見
え
な

い
」
私
の
上
辺
だ

け
の
言
葉
を
見
透

か
さ
れ
た
一
言
で

す
。
こ
の
言
葉
が
私
の
経
営
者
人
生
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
理
念
を
作
り
上
げ
た
今
、
改
め
て

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
創
る
会
21
期

は
14
名
。
皆
が
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
え
た
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
沼
津
で
の
合
宿
を
き
っ
か
け

に
距
離
が
縮
ま
り
、
真
剣
に
相
談
し
合
え
る
仲
間

に
な
り
ま
し
た
。
会
社
の
未
来
を
考
え
、
作
っ
て

は
直
し
、
書
い
て
は
消
す
日
々
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
も
真
剣
に
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
営
指
針
発
表
会
で
は
、
腹
の
奥
底
か

ら
絞
り
出
し
た
言
葉
を
仲
間
の
前
で
発
表
し
、
今

後
の
経
営
の
礎
と
し
ま
し
た
。
笑
い
合
い
、
泣
き

合
っ
た
日
々
は
何
よ
り
の
宝
物
で
す
。
真
剣
に
話

し
合
え
る
仲
間
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

こ
こ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
。
私
た
ち
は
経
営

者
と
し
て
一
歩
前
進
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

経
営
者
と
し
て
の
覚
悟
と
決
意
を
持
ち

経
営
者
と
し
て
の
覚
悟
と
決
意
を
持
ち

自
社
で
の
実
践
に
繋
げ
る

自
社
で
の
実
践
に
繋
げ
る

1111
月月
2323
日（
土
）・

日（
土
）・2424
日（
日
）　
静
岡
駅
前
会
議
室
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
・
ク
ー
ポ
ー
ル　
参
加
者
：

日（
日
）　
静
岡
駅
前
会
議
室
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
・
ク
ー
ポ
ー
ル　
参
加
者
：
3737
名名

第第
2121
期
経
営
指
針
を
創
る
会　
最
終
講

期
経
営
指
針
を
創
る
会　
最
終
講

同友会の魅力を共有し仲間づくりに活かす

秋山 英正氏
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11
月
16
日
（
土
）
に
静
岡
大
学
が
主
催
す
る
社

会
人
リ
カ
レ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
同
友
会
事
務
局
会

議
室
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
本
セ
ミ

ナ
ー
は
社
会
人
や
学
生
を
対
象
に
、
自
治
体
や
産

業
界
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
を
講
師
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
資
質
向
上
、
課

題
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
開

講
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
中
小
企
業
家
同
友
会
と
地
域
課
題
解

決
に
挑
戦
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
兼
古

東
志
浩
氏
（
㈱
ア

イ
ビ
ス
・
中
遠
支

部
長
）、
穂
坂
勝

彦
氏
（
富
士
宮
清

掃
㈱
・
富
士
宮
支

部
長
）、
梶
川
久

美
子
氏
（
サ
ツ
マ

電
機
㈱
・
女
性
部

会
長
／
沼
津
支

部
）
の
会
員
３
名

が
報
告
者
と
し
て

登
壇
。
自
社
で
の

取
り
組
み
や
地
域

と
の
関
わ
り
、
自

社
や
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
参
加
者
に
伝
え

ま
し
た
。

　

兼
古
氏
は
「
ア
イ
ビ
ス
」
と
い
う
社
名
に
込
め

ら
れ
た
意
味
や
社
長
に
な
る
ま
で
の
経
緯
、
金
銭

面
で
苦
労
し
た
経
験
を
伝
え
、
も
の
づ
く
り
の
価

値
観
低
下
、
少
子
化
、
働
き
や
す
い
環
境
の
構
築
、

技
術
継
承
を
自
社
や
地
域
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ま

し
た
。
穂
坂
氏
は
自
身
の
経
営
者
と
し
て
の
原
点

や
同
友
会
で
の
学
び
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
会

社
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
な
る
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
。
人
材
育
成
の
サ

イ
ク
ル
を
早
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
自
社
だ

け
で
な
く
産
学
官
連
携
で
取
り
組
み
地
域
の
総
合

力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。
梶
川

氏
は
新
た
に
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
や
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
当
た
り
前

の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る
組
織
づ
く
り
に
つ
い

て
報
告
。
課
題
は
採
用
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
人

口
減
少
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
中
小
企
業
で
働

く
こ
と
の
魅
力
や
企
業
の
魅
力
を
伝
え
る
の
か
が

重
要
と
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
含
め
、
中
小
企
業
や
地
域
が
抱
え

る
課
題
や
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
企
業
と
地
域

こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
企
業
と
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
て

社
会
の
実
現
に
向
け
て

1111
月月
1616
日（
土
）

日（
土
）1010
時
～
時
～
1717
時　時　
同
友
会
事
務
局
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

同
友
会
事
務
局
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ　
参
加
者
：

　
参
加
者
：
3030
名名

静
岡
大
学
社
会
人
リ
カ
レ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

静
岡
大
学
社
会
人
リ
カ
レ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

静
岡
大
学
連
携
講
座

第
5
講�

10
月
30
日（
水
）

地
域
の
未
来
を
考
え
よ
う

　

講
師
：
塚
本 
和
成
氏

 
（
㈲
塚
本
商
店
・
志
太
支
部
）

　

塚
本
氏
は
経
営
指
針
書

を
作
成
す
る
過
程
で
「
廃

棄
物
処
理
ほ
ど
地
域
や
社

会
に
貢
献
で
き
る
仕
事
は

な
い
」
と
自
社
の
意
義
を

再
確
認
し
、
事
業
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
社
員
を
一
番
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
、

仕
事
の
話
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
話
を
聞
く
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
学
生
へ
「
一
人
で
出

来
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
、
会
社
も
社
員
そ
れ

ぞ
れ
が
補
い
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
強
み
を

磨
き
、
居
心
地
の
悪
い
環
境
に
あ
え
て
身
を
置
く

こ
と
で
、
自
身
を
成
長
さ
せ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
ま
し
た
。

第
6
講�

11
月
６
日（
水
）

本
当
に
思
う
こ
と
！
そ
れ
だ
け
が
未
来
を
拓
く

　

講
師
：
前
原 

毅
氏

 

（
ダ
イ
ヤ
プ
ラ
ス
㈱
・
御
殿
場
支
部
）

　

御
殿
場
市
で
空
調
・
給

排
水
設
備
の
設
計
・
施

工
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

を
営
む
ダ
イ
ヤ
プ
ラ
ス
㈱
。

コ
ロ
ナ
禍
で
売
上
の
７
割

を
占
め
て
い
た
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
工
事
が
ス
ト
ッ

プ
、
危
機
に
直
面
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
Ｂ
to
Ｃ
へ

の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
社
会
に
貢

献
で
き
る
か
を
考
え
、「
す
べ
て
の
人
の
家
で
あ

り
た
い
」
と
、
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
食
べ
や
す
い
う
ど
ん

店
「
肉
汁
う
ど
ん�

ま
え
は
ら
」
を
オ
ー
プ
ン
。

最
後
に
学
生
に
「
①
物
事
は
大
局
で
見
る
②
思
考

は
止
め
な
い
③
全
て
の
責
任
は
自
分
に
あ
る
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

第
7
講�

11
月
13
日（
水
）

あ
な
た
の
使
命
（
志
命
）
は
何
で
す
か
？ 

「
失
く
し
か
け
て
気
付
い
た
あ
た
り
ま
え
の
意
味
」

　

講
師
：
古
川 

徹
氏

 

（
㈱
フ
ル
カ
ワ
・
榛
南
支
部
）

　

大
学
卒
業
後
、
同
業
他

社
で
の
修
行
を
経
て
父
の

経
営
す
る
㈱
フ
ル
カ
ワ
に

入
社
。
恩
師
で
あ
る
先
輩

経
営
者
と
の
出
会
い
や
同

友
会
、
特
に
経
営
指
針
を
創
る
会
で
の
学
び
を
経

て
、
会
社
も
自
身
も
少
し
ず
つ
成
長
を
実
感
し
て

い
た
矢
先
に
生
死
に
か
か
わ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

襲
い
ま
す
。
40
日
間
の
入
院
生
活
を
経
て
、
会
社

に
復
帰
。
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
日
常
が
当
た

り
前
で
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
経
験
か
ら
「
多
く

の
人
と
関
わ
る
こ
と
で
自
分
自
身
の
使
命
（
志
命
）

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
学
生
に
伝
え
ま
し
た
。

第
8
講�

11
月
20
日（
水
）

「
仕
事
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
４
つ
の
満
足

を
基
盤
と
す
る
我
が
社
の
弱
虫
経
営

　

講
師
：
西
村 

知
浩
氏

 

（
㈱
ウ
ェ
ッ
ジ
・
富
士
支
部
）

　

富
士
市
で
健
康
食
品
原

料
製
造
・
飲
料
水
改
質

剤
・
健
康
食
品
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製

造
を
行
う
㈱
ウ
ェ
ッ
ジ
。

幼
少
期
の
辛
い
経
験
か
ら

自
己
肯
定
感
が
下
が
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
と
自
分
の
行
い
を
認
め
て
褒
め
よ
う
と
考
え
方

を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。「
仕
事
は
人
生
を
楽
し

く
す
る
た
め
の
も
の
」
社
員
も
自
分
自
身
も
大
切

に
す
る
経
営
を
行
い
、
顧
客
や
社
員
に
選
ば
れ
る

企
業
へ
と
成
長
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
学
生
に
「
当

た
り
前
に
で
き
る
こ
と
を
大
事
に
す
る
こ
と
。
自

分
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え

ま
し
た
。

梶川 久美子氏 穂坂 勝彦氏 兼古 東志浩氏

6



2024年12月
17日（火）

県政策委員会
（18:00　同友会事務局＆ZOOM）
県例会企画委員会（18:30　ZOOM）
県障がい者問題委員会（19:00　同友会事務局）

18日（水） 伊東例会
（19:00　伊東市立伊東図書館　視聴覚室）
沼津例会（19:00　プラサヴェルデ）
志太忘年例会
（19:00　藤枝四川飯店＆ガーデンズ）

19日（木） 富士例会（19:00　ロゼシアター）
榛南支部忘年例会（18:30　うおとも）
中遠忘年例会（19:00　㐂多八）

20日（金） 同友会オリエンテーション
（19:00　同友会事務局＆ZOOM）
浜松忘年例会（19:00　娯座樓）

21日（土） 障がい者問題委員会　クリスマスバザー
（10:00　青葉公園シンボルロード）
東部４支部合同会議打ち上げ＆忘年会
（18:00　登喜和）

23日（月） 総務財務委員会
（16:00　同友会事務局＆ZOOM）
県組織増強委員会（18:00　ZOOM）
女性部DC幹事会（20:00　ZOOM）

26日（木） 県理事会（15:00　同友会事務局＆ZOOM）

2025年1月
9日（木）

正副代表理事会
（15:00　同友会事務局＆ZOOM）
御殿場市経済交流交歓会
（17:40　御殿場高原ホテル）
浜松例会（19:00　調整中）

10日（金） 富士宮例会
（19:00　志ほ川バイパス店）

11日（土） 榛南経済人４団体賀詞交歓会
（17:00　うおとも）

14日（火） 静岡新年例会
（19:00　ホテルグランヒルズ静岡）

15日（水） 伊東例会（18:30　調整中）

12月16日㈪～2025年１月15日㈬

　

障
が
い
者
問
題
委
員
会
で
は
東
部
、
中
部
に
続
き
10
月
29
日
（
火
）
に
浜
松
市
に
て
西
部
地
区
関

係
機
関
と
の
意
見
交
換
会
を
浜
松
支
部
・
中
遠
支
部
と
合
同
で
開
催
。
会
員
・
特
別
支
援
学
校
の
先

生
や
障
が
い
者
就
労
支
援
機
関
の
方
合
わ
せ
て
49
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
浜
松
特
別
支
援

学
校
城
北
分
校
の
鈴
木
氏
よ
り
支
援
学
校
よ
り
就
職
す
る
ま
で
の
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
続
い

て
大
島
敏
浩
氏
（
社
会
福
祉
法
人
復
泉
会
・
浜
松
支
部
）
よ
り
福
祉
事
業
の
取
り
組
み
と
障
が
い
者

雇
用
の
現
状
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
「
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
疑
問

に
思
う
こ
と
等
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

討
論
を
実
施
。
今
回
は
、
障
が
い
者
雇
用

し
た
こ
と
が
な
い
方
や
障
が
い
者
と
の
関

わ
り
が
少
な
い
方
の
参
加
が
多
く
あ
っ
た

た
め
、
障
が
い
者
雇
用
の
企
業
の
取
り
組

み
や
雇
用
す
る
ま
で
の
流
れ
、
障
が
い
の

度
や
特
性
に
つ
い
て
重
点
的
に
討
論
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
感
想
で
「
障
が
い
者
雇

用
の
現
状
や
実
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
で
き
た
」
な
ど
の
声

が
あ
り
、
障
が
い
者
問
題
委
員
会
の
方
針

に
掲
げ
る
「
理
解
の
輪
を
広
げ
る
・
深
め

る
」
の
実
践
に
繋
が
っ
た
意
見
交
換
会
と

な
り
ま
し
た
。

障
が
い
者
問
題
委
員
会
主
催

障
が
い
者
問
題
委
員
会
主
催  

西
部
地
区
関
係
機
関
と
の
交
流
・
意
見
交
換
会

西
部
地
区
関
係
機
関
と
の
交
流
・
意
見
交
換
会

～
障
が
い
者
へ
の
理
解
の
輪
を

～
障
が
い
者
へ
の
理
解
の
輪
を��

��

広
げ
る
・
深
め
る
～

広
げ
る
・
深
め
る
～

1010
月月
2929
日（
火
）　
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松

日（
火
）　
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松  

研
修
交
流
セ
ン
タ
ー

研
修
交
流
セ
ン
タ
ー  

４
０
１
号
室　
参
加
者
：

４
０
１
号
室　
参
加
者
：
4949
名名

1212月月・・11月月2025年

《 あなたのスケジュールノートに必要事項をご記入ください 》
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会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

2024年
12月

10日
号

　
通

巻
553号

　
定

価
200

円

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町4番8 ガーデンスクエア第３ビル5階Ｂ

DOYU CALENDAR


